
日
本
の
技
術
、世
界
を
変
え
る

反応槽にパームオイル工場の排水を流入させ、実証試験を開始。アクアレータは適切に運転管理されれば、排水中のBOD
値を500mg/Lから20mg/L以下にまで低減させることができる。

反応槽の全体像。写真は槽内に設置したアクアレータで曝気・攪拌を行っているところ。これにより排水中に絶
えず空気を送り込み、微生物を活性化させて浄化を図る。

普及・実証事業では、将来の技術移転を見すえ、オペレーター教育も行った。写真は、
アクアレータを導入した反応槽でサンプル採集を行っている様子。

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援

パ
ー
ム
オ
イ
ル
工
場
の
排
水
を
浄
化
し

マ
レ
ー
シ
ア
の
環
境
対
策
に
寄
与
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REPORT

阪
神
動
力
機
械
株
式
会
社（
大
阪
市
）は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
を

活
用
す
る
べ
く
応
募
し
２
０
１
４
年
に
採
択
さ
れ
、
独
自
の
シ
ス
テ
ム
の
水
処
理
装
置
で
工
場
排
水
を
処
理
す
る

「
パ
ー
ム
オ
イ
ル
工
場
の
排
水
処
理
高
度
化
・
資
源
循
環
利
用 

普
及
・
実
証
事
業
」を
２
０
１
７
年
９
月
ま
で
実
施
し
た
。

同
社
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の「
輸
出
有
望
案
件
発
掘
支
援
事
業
」に
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

を
結
べ
た
こ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
進
出
を
図
る

際
に
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

実
際
、
翌
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
技
術
交

流
会
で
も
注
目
を
集
め
、
私
の
プ
レ
ゼ
ン
が
終

わ
る
や「
マ
レ
ー
シ
ア
に
ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
」と

い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
相
手
が

マ
レ
ー
シ
ア
パ
ー
ム
オ
イ
ル
委
員
会（
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｂ
）

の
研
究
者
で
す
。
そ
の
後
、
海
外
産
業
人
材

育
成
協
会
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ（
現
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
）の
ス
キ
ー

ム
を
通
し
て
の
来
日
や
大
阪
府
の
元
職
員
の

方
の
助
言
等
に
よ
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業

海
外
展
開
支
援
事
業
に
応
募
し
ま
し
た
。

弊
社
で
は
水
処
理
装
置
な
ど
を
開
発
・

製
造
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
で
は
下

水
道
が
ほ
ぼ
完
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後

は
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
更
新
な
ど
は
発
生

す
る
も
の
の
、
大
規
模
な
新
規
導
入
は
見
込

め
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
20
〜
30

年
前
か
ら
海
外
に
進
出
し
、
台
湾
や
中
国
な

ど
で
販
路
を
開
拓
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
２
０
１
１
年
、タ
イ
の
展
示
会

に
出
展
し
た
際
、マ
レ
ー
シ
ア
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
会
社
と
出
会
っ
た
こ
と
が
同
国
へ
進
出
す

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
弊
社
の
製
品
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
の
設
計
仕
様
に
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
商
談
の
足
が
か
り
と
な

り
ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
の
会
社
と
コ
ネ
ク
シ
ョン

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
支
援
事
業
も

利
用
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね

以
前
か
ら
海
外
展
開
を

進
め
て
い
た
の
で
す
か
？

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
ど
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

阪神動力機械株式会社
営業部 海外営業課
川島裕貴
2006年、熊本大学大学
院博士前期課程修了後、
阪神動力機械に入社。技
術部設計システム課などで
環境技術設計業務にあた
る。2010年より営業部海
外営業課で国際営業業務
を担当。

今回の支援地域

マレーシア

食
用
や
石
鹸
用
に
な
る
パ
ー
ム
オ
イ
ル
生

産
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
主
要
産
業
の一つ
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
と
も
に
生
産
量
世
界
一を
競
って

い
ま
す
。
し
か
し
、
オ
イ
ル
を
生
産
す
る
工

場
排
水
の
処
理
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

一般
的
に
は
、
酸
化
池（
ラ
グ
ー
ン
）と
呼
ば
れ

る
た
め
池
に一
時
的
に
貯
水
し
、
微
生
物
に

分
解
さ
せ
る
自
然
浄
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
環
境
基
準
を
満
た
す
十

分
な
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

弊
社
が
提
案
し
た
の
が
、
自
社
製
品
の
ア
ク

ア
レ
ー
タ
を
中
心
と
す
る
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム

で
す
。ア
ク
ア
レ
ー
タ
は
、
効
率
的
・
効
果
的

に
曝
気（
空
気
を
微
細
化
し
て
水
中
に
酸
素
を

供
給
し
、
微
生
物
の
活
性
を
う
な
が
す
こ
と
）

と
攪
拌
が
同
時
に
で
き
る
装
置
で
、
日
本
で
は

下
水
処
理
場
の
約
60
％
に
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よって
、マ
レ
ー
シ
ア
の
環
境
基
準

で
あ
る
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

上
限
値
１
０
０
m
g
／
Ｌ
を
順
守
で
き
る
と

見
込
み
、
普
及
・
実
証
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
排
水
時
に
５
０
０
m
g
／
Ｌ
を
超

え
る
こ
と
も
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
を
、
通
常
期
で

20
〜
60
m
g
／
Ｌ
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。マ
レ
ー
シ
ア
は
将
来
的
に
、
工
場
排
水

の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
上
限
値
を
20
m
g
／
Ｌ
に
強
化
す

る
方
針
を
打
ち
立
て
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｂ
と
協
力

し
な
が
ら
、
今
以
上
の
水
質
改
善
や
技
術
の

普
及
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
普
及
・
実
証
事
業
に
採
択
さ

れ
る
前
年
の
２
０
１
３
年
に
、
同
じ
く
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業
の

「
案
件
化
調
査
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

と
同
じ
２
０
１
３
年
に
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
日
本

貿
易
振
興
機
構
）の「
輸
出
有
望
案
件
発
掘

支
援
事
業
」に
も
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
支
援
で
は
、
環
境
分
野
に
詳

し
い
ご
担
当
者
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
た
こ
と
で
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
現
地

の
エン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
や
パ
ー
ム
オ
イ
ル
関
連

企
業
と
の
代
理
店
の
契
約
書
の
ひ
な
形
を
い
た

だ
い
た
り
、
契
約
締
結
ま
で
の
手
順
を
具
体
的

に
教
え
て
い
た
だ
け
た
り
し
た
こ
と
で
、ス
ム
ー

ズ
に
事
業
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。
中
小
企
業
で
は
、
こ
う
し
た

一つ
ひ
と
つ
の
手
順
で
手
間
取
って
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
た
め
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
雇
う
の
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
、
事
業
実
施
の
経
済

的
な
支
援
に
加
え
、
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
た
人
的
紹
介
に
強
み
を
持
つ
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
は
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｂ
と
い
う
公
共
組
織
で
す
が
、

現
地
の
製
紙
工
場
な
ど
民
間
企
業
の
方
を

ご
紹
介
い
た
だ
く
な
ど
、
事
業
後
の
展
開
も

見
す
え
た
支
援
を
い
た
だ
け
た
の
で
、
と
て

も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。
実
際
、
２
０

１
７
年
９
月
の
時
点
で
、マ
レ
ー
シ
ア
の
民
間

企
業
数
社
か
ら
、
ア
ク
ア
レ
ー
タ
約
30
台
の

受
注
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
及
・
実
証
事
業
で
は
機
械
を

導
入
し
て
調
査
で
き
る
の
で
、
有
用
な
デ
ー

タ
を
多
数
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
も
、マ
レ
ー
シ
ア
で
事
業
を
継
続
す
る

う
え
で
参
考
に
な
る
は
ず
で
す
。
今
回
い
た

だ
い
た
機
会
を
今
後
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

ば
っ  

き

か
く 

は
ん

新輸出大国コンソーシアム

：〒102-8012  東京都千代田区二番町5-25 二番町センタービル
：03-5226-3491
：pdtfs@jica.go.jp

所在地
T E L
Eメール

「新輸出大国コンソーシアム」は、JICA、JETRO
を含む政府系機関、地域の金融機関や商工会議所
など、国内各地域の企業支援機関が幅広く結集し、
海外展開を図る中堅・中小企業等に対して総合的
な支援を行う枠組みです。
海外展開を目指す企業は、新輸出大国コンソーシ

アムに参加している複数の支援機関から、それぞれ
の専門性を活かした支援を受けることができます。コ
ンソーシアムでは、全国9か所に地域ごとのコンソー
シアムを設置し、地域に密着した運用が行われてい
ます。“新輸出大国コンシェルジュ”を全国に配置し、
企業からのご質問・ご相談、支援依頼にいつでも

対応するほか、企業のご要望や活動状況に合わせ
て、コンソーシアム内の最適な支援サービスをご紹介
し、海外展開の実現に向けた支援が行われていま
す。また、産業分野別の専門家や、法務・税務な
ど個別の課題に対応する専門家らによる、各企業の
ニーズに応じた幅広い支援が行われています。

お問合せ

JICA 国内事業部 中小企業海外展開支援窓口
：〒107-6006  東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル
：0120-95-3375（サポートホットライン）
：conso-support@jetro.go.jp

所在地
T E L
Eメール

JETRO 新興国進出支援課 新輸出大国コンソーシアム事務局

PR ⓒ日本商工会議所


